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Summary
 The number of farms with disabled people has increased in Japan recently. Working methods have been 
diversifying, and it has become increasingly clear that each has its merits, such as solving labor shortages on 
the agricultural side and creating workplaces for disabled people on the welfare side. For a long time, only a 
few wineries, such as the Coco Farm Winery, have engaged disabled people in viticulture and winemaking, 
however, in recent years, wineries in Nagano Prefecture have also started engaging in farming with disabled 
people. This study surveyed and analyzed these wineries, has clarified the reasons for the spread of farming 
with disabled people in the wineries. We examined the affinity between disabled people and viticulture and 
winemaking and considered the potential of farming with them in wineries in the future.
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Ⅰ　背景と課題

　近年，日本では農福連携注 1）の取組が拡大してい
る。取り組み方も多様化してきており，農業サイド
では人手不足の解消，福祉サイドでは障がい者の働
く場の創出等それぞれにメリットがあることも明ら
かになってきている注 2）。
　農福連携の具体例としては，本稿でも取り上げる
ココ・ファーム・ワイナリーとこころみ学園（以
後，「ココ・ファーム・ワイナリー」という）の取
組が歴史の長い事例として知られている注 3）。ココ・
ファーム・ワイナリーのような取組は以前から各地
に点在していたが，いずれも福祉施設が自己完結し
た形で農業を行っており，それらを参考にした取組
が周囲に広がっていく動きは見られなかった。とこ
ろが , 2010年頃から，人手不足の農家等から福祉施
設が農作業を請負う取組を中心に，農福連携の取組
が各地で広がり始め，農福連携に取り組んでいる事

業体は2022年度末で6,343となっている注 4）。
　しかし，障がい者がブドウ栽培とワイン醸造に取
り組む事例は拡大せず，長らくココ・ファーム・ワ
イナリー等一部の事例にとどまる状況が長く続いて
いた。このことから，ブドウ栽培やワイン醸造は障
がい者には難しいと考えられてきた可能性がある。
ところが近年，長野県で農福連携に取り組むワイナ
リーが相次いで出現してきている。
　これまで農福連携については様々な研究が行われ
てきており，単に農作物の生産にとどまらず，その
加工まで含めた取組についての研究成果として小柴
ら（2014）がある。しかし，この研究ではブドウを
ワインに加工する取組については研究されていな
い。ワイナリーにおいて農福連携が展開されている
事例があることについては吉田（2012）が明らかに
しているが，これはワイン醸造と障がい者との親和
性を分析したものではない。また，ワイナリーの農
業参入については，ワイナリーの農業参入における
行政の役割について明らかにした緩鹿ら（2017），
個々のワイナリーの経営戦略が農業参入にどう影響
したかを明らかにした緩鹿ら（2018）があり，これ
らによって長野県でワイナリーが原料生産に参入す
る動きが広まっていることについて紹介されている
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が，ワイナリーが農福連携に取り組んでいる点まで
は研究されていない。そこで，長野県でワイナリー
が取り組み始めた新たな農福連携について調査・分
析を行うことで，なぜ長野県でワイナリーにおける
農福連携が広まっているのか，その要因を明らかに
するとともに，障がい者とブドウ栽培，ワイン醸造
との親和性を検証し，ワイナリーにおける農福連携
の将来的な可能性を考察する。

注 1） 農福連携等推進会議（2019）によれば，農福連携とは，
農業と福祉が連携し，障がい者の農業分野での活躍
を通じて，農業経営の発展とともに，障がい者の自
信や生きがいを創出し，社会参画を実現する取組と
定義されている。

注 2） 農福連携等推進会議（2019）参照。
注 3） 吉田（2012）参照。
注 4） 農林水産省のホームページ「農福連携等推進会議」

農福連携の取組主体数について（令和 4年度末）に
よる。

  https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/noufuku/
suisin_kaigi.html　最終閲覧日：2024.5.1

Ⅱ　長野県でのワイナリーの展開

　近年，日本ワイン注 5）の需要増加に伴って，自社
で原料となるブドウも栽培したいワイナリーによる
農業参入が増加している注 6）。このような動きは，
2009年に農地法が改正され，ワイナリーが農業参入
できるようになったことも後押ししたと考えられ
る。この結果，2022年 9月現在，長野県内のワイナ
リー71社のうち自社畑を所有しているのは68社と，
全体の96％を占めている注 7）。
　長野県セルプセンター協議会によれば，こうした
ワイナリーの中から，ブドウの収穫等での人手不足
解消のため，農業就労チャレンジ事業注 8）を活用し
て農福連携に取り組むワイナリーが，少なくとも 6
社にまで増加していることが明らかになっている。
これら 6社はいずれも自社畑を所有し，ブドウの栽
培からワイン醸造までを一貫して行っている。この
ため，同協議会によれば， 6社はいずれも人手不足
が課題であったことから，前述の農業就労チャレン
ジ事業を活用して，障がい者に農作業を手伝っても
らうようになっている。

注 5） 日本ワイナリー協会では，日本ワインとは，日本国
内で栽培されたブドウを 100％使用して日本国内で
醸造されたワインと定義している。

注 6） 緩鹿ら（2017）参照。
注 7） 長野県セルプセンター協議会からの聞き取り結果
（2022年 9月）。元データは長野県の調査結果。

注 8） 長野県セルプセンター協議会によれば，農業就労
チャレンジ事業とは，農作業を依頼したい人手不足

の農業経営体と施設外就労（障がい者が職員ととも
に農家に出向いて農作業を手伝う動き）等で農作業
を請負いたい福祉事業所とを結びつけるいわばマッ
チング事業のことである。

Ⅲ　調査方法と調査結果

1 　調査方法
　以上のような状況を踏まえて，調査先としては，
この 6社の中から，緩鹿ら（2017）によってワイナ
リーの農業参入の先進地であることが分かっている
塩尻市に共に立地しているものの，取組期間の長さ
や経緯の違いから，異なる形態で農福連携に取り組
んでいるサンサンワイナリー，VOTANO WINEの
2社を選択し，2022年 9月13日に，経営概況，障が
い者の実施作業，経営へのその効果，課題等につい
て現地で聞き取り調査を行った。また，サンサンワ
イナリーで作業を行っている障害福祉サービス事業
所のエコファおかやに対しても，障がい者が農作業
を行うことの効果を把握するため，同日，現地で聞
き取り調査を行った。これらに加えて，長野県内の
ワイナリーとの比較分析を行うため，栃木県のコ
コ・ファーム・ワイナリーについても，2022年 8月
10日に，現地で同様の聞き取り調査を行った。

2 　サンサンワイナリーの概要
　サンサンワイナリーは，社会福祉法人サン・ビ
ジョン（介護・子育て支援事業）を母体とするワ
イナリーである。2011年に塩尻市から傾斜地を借り
てブドウ畑を整備し，2015年にワインを扱うショッ
プ・レストランを竣工した。畑面積は合計で3.3ha
（高齢農家から借地で規模拡大），ワインの生産量は
年間 5万本弱で，将来的には10万本が目指されてい
る。正職員は，2020年現在は 8名となっているが，
規模が拡大するにつれ，経営費に占める人件費率が
上昇していた。このため，雇用でない形での繁忙期
の労働力の確保と社会福祉法人として障がい者の就
労促進で地域に貢献する観点から，2019年より農業
就労チャレンジ事業を活用して， 3つの福祉施設に
業務委託を行っている（第 1図）。
　サンサンワイナリーでは， 3つの福祉施設に所属
する障がい者の障がい特性の違いを踏まえて異なる
作業をしてもらっている。エコファおかやは，主
に，作業が簡易な剪定後の枝の抜き取りを行ってい
る。のむらダイムでは，それより難しい害虫を予防
し新芽を守る効果を剪定によって促す作業を主に
行っている。両施設とも， 3～ 5人の障がい者に健
常の職員が同行して施設の外で作業を行う施設外就
労の形態で作業を請負っている。これに対して，す
みれの丘は，野外で作業をするのが苦手な障がい者
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が多いため，ワインを入れる箱をワイナリーから持
ち帰り，施設で作業をしてから再びワイナリーに戻
すという施設内就労の形態で作業を行っている。
　のむらダイムとすみれの丘は2018年より，エコ
ファおかやは2020年より作業請負を開始している。
事業所によって作業への取組方や障がいの度合いも
異なるので，混乱がないように，曜日を変えて作業
の手伝いに来てもらうなどの工夫がされていた。
　取組によるワイナリー側の経営への効果として
は，ブドウの栽培には閑散期，収穫期等の繁忙期が
あるため，繁忙期や閑散期でも必要な時に労働力を
得られることの効果が大きいことが挙げられてい
た。一方，畑作業を雨天の時にできないため，障が
い者の効率的な活用が経営面での課題となってお
り，ワイナリー内での作業の委託を増やすことが対
応として挙げられていた。なお，障がい者側への効
果としては，エコファおかやによると，障がい者に
自信がついて個々の強み発見につながること，職員
の意識が変わって積極的に新しい障がい者向けの仕
事を営業で取ってくるようになったことが挙げられ
ている。

3 　VOTANO WINE の概要 
　VOTANO WINEは2010年に設立した塩尻市のワ
イナリーである。代表は，年間を通じた人手不足を
受け，ココ・ファーム・ワイナリーに勤務していた
経験もあったことから， 3～ 5人の障がい者の施設
外就労での受け入れから始めている。2016年から
2019年までは，農業就労チャレンジ事業を通じて障
がい者の雇用を行っており，2022年からは，同事業
を使わずに障がい者雇用を再開している（第 2図）。
畑面積は合計で1.5ha（ 7戸からの借地），年間で
6,000㎏前後，10種類のブドウを栽培し，それを原
料としたワインの売上高は約1,500万円（年間 5～
6千本製造）となっている。2022年現在従業員は 6
人で，そのうち 2人が障がい者である。
　障がい者が行う作業については，ブドウ畑におい
ては，ブドウの樹の下や周りの草取り，余分なブド
ウの房切り，光を当てるための房周りの除葉，収穫
期の手間を短縮するための葉摘，傘かけ，収穫作業
等を行っている。また，幹の周りの草取り等人手不
足のため，これまで職員が気になっていても手が回
らなかった作業も行っている。加えて，ワイナリー
においては，瓶にコルクで栓をするコルク詰めやラ
ベル貼り，キャップシール付け，瓶詰め等を行って
いる。特に，瓶詰めは，主に12月過ぎに行うので，
ブドウの栽培や収穫作業がない期間の作業となって
いる。このように，ブドウの栽培に関わる作業，ワ
イン醸造に関わる作業を合わせると，ほぼ 1年中障
がい者の仕事をつくることができており，これが雇
用に結びついている。取組によるワイナリー側の経

営への効果としては，人手不足の解消だけでなく，
気になっていても手が回らなかった作業を障がい者
に丁寧に作業してもらえるようになったので，結果
的にブドウの品質向上につながっていると評価され
ていた。一方，経営面での課題としては，障がい者
を雇用しているため，その周年での有効活用のため
の作業の検討・拡大が挙げられており，サンサンワ
イナリーより障がい者がワイナリー内の作業を行え
ているが，まだ不十分との認識がされていた。な
お，障がい者側の効果としては，障がい者の様々な
特性を踏まえて，「どの作業が合うか」を見抜き，「そ
れぞれの特徴に合わせて指示の仕方を変える」工夫を
することが重要との考えの下で，障がい者が行う作業
が決められていることから，結果的にそれらが彼らの
モチベーションや自己肯定感につながっている。

4 　ココ・ファーム・ワイナリーの概要
　吉田（2012）によれば，こころみ学園は1958年に
初代園長が栃木県足利市で山林を開墾してブドウ栽
培を開始し，1969年に開園した。1980年には有限会
社ココ・ファーム・ワイナリーを別途設立し，同学
園で生産されたブドウを用いたワインの生産・販売
を開始している（第 3図）。
　こころみ学園とココ・ファーム・ワイナリーは別
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作業実施

作業実施

VOTANO WINE

第 2図　VOTANO WINE における障がい者雇用関係図
資料：聞き取り調査より著者作成。
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第 1図　サンサンワイナリーと各福祉施設の関係図
資料：聞き取り調査より著者作成。
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法人であるため，ワイナリーがこころみ学園から原
料用のブドウを買い取る形を取っており，ワイナ
リー内の作業も障がい者が行える作業を切り出し
て，こころみ学園がワイナリーから作業を請け負う
形で実施している。
　今回の調査では施設を利用している障がい者の年
齢構成について調査したが，歴史の長い施設である
ので，在籍している約130 人の障がい者の多くが60
代で，平均年齢は50代になるとのことであった。最
高齢者は88歳で，10代の利用者は 1名に留まってい
る。加えて，今回の調査ではブドウ畑の現状も把握
した。メインの畑は平均斜度38度の急斜面で日当た
りが非常に良く，除草剤や化学肥料は一切不使用で
あった。更に，高齢になった障がい者でも作業が行
えるよう，山中の平坦な土地を確保できるところで
もブドウ畑を新たに開墾し，麓にある耕作者がいな
い水田を確保してブドウ園に転換しており，標高に
よって異なるブドウ栽培を実現していた。
　吉田（2012）によれば，ココ・ファーム・ワイナリー
では，加齢で身体的な障がいが重くなり，高齢のた
め介護の対象となっている障がい者以外は，全員が
その障がいの特性に適した仕事を担っている。一方
で，収穫期等の繁忙期は，働ける障がい者全員で作
業を行っている。ブドウ畑では，肥料をやるための
穴掘り，枝の剪定，草刈り，虫取り，ブドウの房へ
の傘かけ，つる切り等の管理作業を行っている。鳥
にブドウを食べられないよう山の上で空き缶を叩い
て威嚇するのも管理作業の 1つである。また，ワイ
ナリーにおいては，ワインの仕込み，瓶詰め，箱折
りや箱詰めを行っている。
　今回の調査で新たに明らかになった作業として
は，ブドウ畑においては，巻きひげの除去，傷んだ
ブドウの摘果，ブドウ収穫の際のコンテナ持ち等が
挙げられる。ワイナリーにおいては，時期や作業内
容により異なるが，15人の障がい者が働いている。
障がい者は主として，仕込み，ルミア―ジュ，ワイ
ンの瓶詰めと運搬等を行っている。スパークリング
ワインでは，出来上がったワインを瓶詰めしてもう

一度酵母を投入し発酵させるシャンパーニュ方式を
取り入れているが，そこで，その一工程である「ル
ミア―ジュ」（ワインの瓶を45度ずつ回して酵母を
綺麗に瓶口に集める作業）を障がい者が行ってい
る。 2度目の発酵を終えたワインにコルクで栓をす
る作業は半自動で機械を使っているが，瓶の位置が
ずれると栓を正確に閉めることができないので，定
位置に完璧に置ける園生が行っている。瓶を逆さに
して運搬する作業も同様に，丁寧に運べる障がい者
が行っている。更に，ブドウを乾燥させて糖度を上
げたデザートワインをつくる際は，房から 1粒ずつ
丁寧にブドウを外し，干しシイタケをつくるための
乾燥機にかける作業も障がい者が行っている。
　ココ・ファーム・ワイナリーでは，色々な作業を
やってもらい適性を判断することが重要と考えてお
り，障がい者 1人 1人と向き合い，長い時間をかけ
てその人がやりたいと思える作業を用意すること，
徹底的な作業をしない，できない時は無理にやらせ
ないことを大事にしている。基本的には作業の工程
を細分化し， 1つの作業をできるだけシンプルにす
ることが大事なポイントとして取り組まれている。
　取組によるワイナリー側の経営への効果として
は，繁忙期の作業において，障がい者のサポートに
大きく依存しており，それがないとワイナリーの業
務が回らないと評価していた。また，障がい者側の
効果としては，それぞれの障がい者にとって合う得
意な作業を見つけて，実施してもらうことが，障が
い者のやり甲斐につながり，仕事に対する意欲が更
に高まること，それによって障がい者のできる作業
が増え，職員やワインづくりの従業員はそれぞれが
行うやるべき仕事に集中することができることも聞
き取ることができた。他方で，経営面での課題とし
ては，歴史が長いこともあって，約130人の障がい
者の高齢化が進展しており，それを踏まえた作業分
担の見直しや支援人材の確保が挙げられている。

Ⅳ　分析結果

　今回の調査で明らかになった障がい者の作業内
容，農福連携に取り組む目的と実現している効果は
それぞれ第 1表，第 2表に示した通りである。
　第 1表を見ると，サンサンワイナリーに比べると
VOTANO WINEが，VOTANO WINEに比べるとコ
コ・ファーム・ワイナリーが，それぞれ取り組んで
いる作業内容がより多岐にわたっていることが分か
る。特に，ワイン醸造関係の作業工程での差がより
顕著である。取組の歴史の違いも，この差の要因と
して考えられるが，ワイナリー側から人手不足への
対応として農福連携に取り組み始めたサンサンワイ
ナリー，VOTANO WINEと，所属する障がい者の

所属する
障がい者
約130人

こころみ学園

ブドウ畑
（6ha）

作業実施

ココ・ファーム・ワイナリー

ワイン醸造作業
（年間20万本）

作業依頼

作業実施
（15人）

（作業毎に
人数は
異なる）

第 3図　こころみ学園とココ・ファーム・ワイナリーの関係図
資料：聞き取り調査より著者作成。
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活躍の場をできるだけ増やそうというココ・ファー
ム・ワイナリーの目的の違いも，こうした差の要因
になっていると考えられる。
　そうした中で，VOTANO WINEでは，障がい者
の醸造工程での関わりが増加しており，サンサンワ

イナリーでも冬場の作業としてワイナリーでの作業
を切り出そうと取り組み始めている。
　第 2表のように，それぞれのワイナリーによる農
福連携の取組をまとめると，目的は異なるものの，
障がい者に農作業を行ってもらうことで繁忙期の労

第 1表　障がい者が行っている作業の内容

　 作業内容 サンサンワイナリー VOTANO WINE ココ・ファーム・ワイナリー

ブドウ栽培関係

草取り 〇 〇 〇
房切り 　 〇 〇
除葉 　 〇 〇
葉摘 　 〇 　
傘かけ 　 〇 〇

ショルダー落とし 　 〇 〇
剪定による胴ぶきの促し 〇 　 　
剪定後の枝の抜き取り 〇 〇 〇

つるの撤去 〇 〇 〇
脇芽摘み（副葉落とし） 〇 〇 〇

枝払い（冬） 〇 　 　
雨よけシート貼り /外し 〇 〇 〇
防鳥ネット掛け /外し 　 　 〇
防虫ネット掛け /外し 〇 　 　

施肥 　 　 〇
虫取り 　 　 〇

巻きひげの撤去 　 〇 〇
傷んだ実の摘果 　 〇 〇

選果 　 〇 　
収穫 〇 〇 〇

収穫物の運搬 〇 〇 〇

ワイン醸造関係

ラベル貼り 　 〇（半自動） 〇
キャップシール付け 　 〇 〇
コルク詰め 　 〇（半自動） 〇（半自動）
瓶詰め 今後行う予定 〇（半自動） 〇

ルミアージュ 　 　 〇
ワインの運搬 　 　 〇
箱折り 〇 〇 〇
箱詰め 〇 〇 〇

全体 実施している作業の種類 12 21 24
資料：聞き取り調査結果より著者作成。

第 2表　各ワイナリーにおける農福連携の取り組みの目的，効果，今後の課題

　 サンサンワイナリー VOTANO WINE ココ・ファーム・ワイナリー
取り組みの
開始年 2019年 2016年 1958年

農福連携に
取り組んだ目的 人手不足解消 人手不足解消 障がい者がやれる作業の切り出し

農福連携に
取り組んだこと
による効果

【ワイナリー側（経営面）】
繁忙期の労働力確保，適期作業・役割分担
による品質の向上，販路開拓への取り組み
拡大

【福祉施設側】
障がい者就労の支援，個々の強み発見，職
員の意識変化

【地域への貢献】
地域の農地の維持・保全

【ワイナリー側（経営面）】
繁忙期の労働力確保，適期作業・丁寧な
作業による品質の向上

【障がい者側】
ほぼ通年での作業が可能，障がい特性に
合った仕事の確保　

【地域への貢献】
地域の農地の維持・保全

【ワイナリー側（経営面）】
繁忙期の労働力確保，障がい者の作業サ
ポートによる品質の向上，スタッフが作
業に集中できる

【障がい者側】
個々の強み発見，意欲向上

【地域への貢献】
経済活性化，観光資源化，地域の農地の
維持・保全

今後の課題
（経営面）

・ スマート農業の導入に伴う障害者が行う
作業の拡大
・ ワイナリー内で障害者が行う作業の拡大

・ 新たに雇用した障がい者が行う作業の
検討・拡大

・障害者の高齢化への対応
・ 農福連携の良さを周知することによる
支援人材の確保
・知識・技術伝達

資料：聞き取り調査結果より著者作成。
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働力を確保できているという経営上の効果は一致し
ている。また，労働力を確保することで職員が着手
できる作業，ブドウにかけられる時間がともに増加
し，より品質を向上させることができている。
　他方で，農業に参入したワイナリーでは，障がい
者ができる作業の拡大が，いずれも経営面での課題
とされており，作業の拡大には時間がかかることや
技術的な課題も指摘されていた。加えて，歴史の長
いココ・ファーム・ワイナリーでは，障がい者の高
齢化の進展を受けた作業分担の見直しや支援人材の
確保が経営面での課題になっていた。

Ⅴ　結論

　長野県でワイナリーの農業参入が拡大する中で，
ワイナリーによるブドウの作付け規模が拡大し，人
手不足が深刻な課題になりつつあった。長野県のワ
イナリーにおいて農福連携が広がっているのは，こ
の人手不足という経営上の課題を農業就労チャレン
ジ事業等の農福連携に対する支援事業を通じて解決
する事例が出てきて，それに追随する動きが出てき
ている点も大きな要因として挙げられる。また，農
業就労チャレンジ事業等が実施される中で，関係者
の努力により，障がい者にとって簡単な作業から切
り出すことができたことに加えて，垣根型の植え付
け等栽培技術の面でも作業の切り出しがよりしやす
い方向に転換していることも，ワイナリーにおいて
農福連携が広がり始めた理由として考えられた。
　今回，比較対象とした栃木県のココ・ファーム・
ワイナリーは，障がい者の働く場を作るために，ま
ず農業に取り組み始めており，その後，生産してい
るブドウの販路確保や，ワインの仕込み，瓶詰めや
箱詰め等，冬場でも障がい者が行える作業を増や
すためワイナリーを立ち上げており，長野県での
動きとは異なった展開がされていたが，VOTANO 
WINE，サンサンワイナリーのように，ワイナリー
がブドウ栽培の人手不足から農福連携の取組をス
タートさせた事例でも，ワイナリー内での冬場の
作業等を切り出し始めていた。特に，VOTANO 
WINEでは，既に障がい者を雇用して，次第に，そ
の作業を増やしつつあり，最終的にはココ・ファー
ム・ワイナリーと同じような体制を取り得る可能性
が示唆された。
　そして，農福連携に取り組むことで，ワイナリー
では収穫作業等の繁忙期に人手が得られること，丁
寧な作業をしてもらうことでブドウの品質がより良
くなり，上質なワインづくりにつながること，ワイ
ナリーの職員が時間のかかる難しい作業に集中して
取り組めること等多くの経営面での効果を把握する
ことができた。

　さらに，いずれの取組でも，地域の高齢農家等か
ら農地を借りて生産規模を拡大しており，耕作放棄
地を防ぎ，地域の農地の維持・保全にも貢献してい
ることも明らかになった。
　また，ワイナリー側だけでなく，障がい者にとっ
ても，ブドウ畑，ワイナリーでの作業が細分化され
ていて，それぞれの障がい特性や障がいの程度に
あった仕事ができること，冬場もワイナリー内での
瓶詰め，箱折りの作業等により 1年を通して仕事が
でき，より安定した働く場を創出できること等が効
果として期待できることも明らかになった。
　今後，長野県においてワイナリーの農業参入の増
加やその生産規模の拡大が進むめば，農福連携の取
組も併せて増加し，その相互依存度も高まっていく
ものと考えられる。
　他方で，ココ・ファーム・ワイナリーの歴史の長
さや VOTANO WINE，サンサンワイナリーの取組
年数を踏まえると，障がい者が行える作業の拡大，
特にワイナリーでの拡大には時間がかかることが経
営面での課題として明らかになった。こうした面で
の工夫の仕方の蓄積を進めて関係者で共有し，作業
拡大にかかる時間を短縮し，ワイナリーによる農福
連携の成功事例を増やしていくことも重要である。
　さらに，ワイナリーによる農福連携の取組は，コ
コ・ファーム・ワイナリー以外は，まだ歴史が浅く，
当面は大きな問題にはならないと思われるが，いず
れ障がい者の高齢化や障がい者の人数に見合った支
援人材の確保も経営面での課題になってくる可能性
がある。これらの課題についても，先進事例での取
組から学び，将来に備えていく必要がある。
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